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(5)カン ト『プロレゴメナ』§13注Ⅲ (Kant,Prolegomena§13An merkungII(Ak.IV290))
(6)｢いかなるものにも､それと矛盾する述語は属さない｡｣(A151-B190)
(7)｢カテゴリーの表｣(A80-BIO6)
(8)夢は主観的な表象であって､夢の対象は客観的実在性を持たない｡ したがって､その対象が
カテゴリー に従っているというのも､いないというのも意味のないことである｡ここで問題にする
のは､夢を見ている私がどのように表象しているかということである｡
(9)私は今､夢を見ているのではないか､という懐疑は哲学的な反省としては正当な根拠を持つ｡
しかし､生活の上では不必要な懐疑である｡眠って夢を見ている時に目覚めている時の経験である
と思っているとすれば､私は間違っているのであるo Lかし､間違っているとしても所詮は夢の中
のことである｡目が覚めた時に､今のは夢であったと気づくことができればよいのである｡そして､
目が覚めた時には､ほとんどの場合､容易にそして間違いなく夢と経験を区別することができるの
である｡
(京都大学大学院博士過程学修)
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